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岩 手 教 区 報 令和元年（2019 年）12 月 1 日( 1 ) 岩 手 教 区 報令和元年（2019 年）12 月 1 日 ( 6 )

　

11
月
初
め
に
、
私
の
長
女
が
通
う
看
護
学
校
の
聖
華
式
と

い
う
も
の
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
「
聖
火
（
セ
イ

カ
）
」
と
「
精
華
（
セ
イ
カ
）
」
の
造
語
で
、
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
学
生
の
理
想
像
の
意
を
こ
め
た
、

一
般
的
に
言
う
戴
帽
式
で
す
。
基
礎
教
育
を
終
え
た
学
生
た

ち
が
、
看
護
の
道
を
進
む
決
意
を
新
た
に
す
る
式
で
、
こ
の

後
は
医
療
現
場
で
看
護
実
習
に
入
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
看
護
学
校
で
聖
火
を
継
承
し
た
49
名
の
聖
華

生
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
注
射
が
大
の
苦
手
な
私
か
ら
し
て

み
れ
ば
、
よ
く
ぞ
看
護
の
道
を
選
ん
で
く
れ
た
な
あ
と
、
感

心
、
感
動
、
感
謝
せ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
実

習
に
入
れ
ば
睡
眠
時
間
は
削
ら
れ
、
食
事
も
喉
を
通
ら
な
く

な
る
事
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
皆
残
ら
ず
立
派
な
看
護
師
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

長
女
が
看
護
を
目
指
し
た
理
由
は
極
々
単
純
で
、
小
学
生

の
時
、
弟
が
生
ま
れ
る
産
婦
人
科
で
、
助
産
師
や
看
護
師
の

優
し
く
も
た
く
ま
し
い
姿
に
感
銘
し
、
新
し
い
生
命
の
誕
生

に
感
動
し
た
事
か
ら
で
す
。
看
護
の
道
を
選
ん
だ
事
に
、
親

と
し
て
非
常
に
有
り
難
い
事
と
は
思
い
つ
つ
も
、
反
面
、
精

神
的
、
肉
体
的
に
大
変
な
仕
事
で
あ
ろ
う
と
心
配
も
し
て
い

１
日　

第
46
回
少
年
会
総
会
（
10
時
）

２
日　

主
事
会
（
９
時
）

　

〃　

役
員
会
議
（
10
時
）

８
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

10
日　

教
区
報
編
集
会
議
（
17
時
）

13
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
半
）

14
日　

青
年
会
例
会
（
18
時
）

16
日　

行
事
調
整
・
予
算
会
議
（
10
時
）

　

〃　

岩
手
教
区
小
史
編
集
委
員
会
（
15
時
）

19
日　

学
生
担
当
委
員
会
例
会
（
19
時
）

 　

人
は
誰
し
も
健
康
を
願
わ
ぬ
者
は
な
い
。
健

康
と
は
、
健
体
（
す
こ
や
か
な
体
）
と
康
心

（
や
す
ら
か
な
心
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
体

を
健す

こ

や
か
に
保
つ
こ
と
。
そ
れ
は
親
神
様
か
ら

体
を
お
借
り
し
て
使
わ
せ
て
頂
い
て
い
る
人
間

の
務つ

と

め
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
大
事
な

こ
と
は
、
心
を
康や

す

ら
か
に
保
ち
、
貸
主
で
あ
る

親
神
様
の
思
召
に
添
う
て
使
わ
せ
て
頂
く
事
で

あ
る
。
従
っ
て
、
体
が
丈
夫
で
も
心
が
親
神
様

の
意
思
に
背
き
、
康
ら
か
で
な
か
っ
た
ら
健
康

と
は
い
え
な
い
。
否い

な

、
た
と
え
体
が
病
弱
で
も

心
が
康
ら
か
な
ら
、
生
命
は
健
や
か
と
言
え
よ

う
。

　

有
名
な
ド
イ
ツ
の
大
哲
学
者
カ
ン
ト
は
馬
具

匠
の
息
子
だ
っ
た
。
生
ま
れ
つ
き
の
く
る
病
で
、

背
中
に
は
瘤こ

ぶ

、
お
ま
け
に
喘ぜ

ん
そ
く息

の
呼
吸
困
難
に

苦
し
ん
で
い
た
。
あ
る
日
、
町
に
巡
回
医
師
が

来
た
時
、
カ
ン
ト
の
父
は
自
分
の
病
を
諦

あ
き
ら

め
て

い
る
息
子
を
連
れ
て
受
診
に
出
か
け
た
。
そ
ん

な
カ
ン
ト
の
顔
を
見
な
が
ら
、
医
師
は
次
の
よ

う
な
話
を
し
た
。
そ
の
言
葉
が
カ
ン
ト
を
大
哲

学
者
に
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
の
医
師
は
、
「
気
の
毒
だ
な
あ
、
し
か
し
、

気
の
毒
だ
と
思
う
の
は
、
体
を
見
た
だ
け
の
事

だ
よ
。
体
は
成
程
気
の
毒
だ
。
そ
れ
は
見
れ
ば

分
る
。
だ
が
あ
な
た
の
心
は
ど
う
で
も
な
い
だ

ろ
う
。
心
ま
で
も
背
む
し
で
息
が
苦
し
い
な
ら

別
だ
が
、
あ
な
た
の
心
は
ど
う
で
も
な
い
筈

だ
。
苦
し
い
辛つ

ら

い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の

苦
し
い
辛
い
が
治
る
も
の
で
も
な
い
。
あ
な
た

が
苦
し
い
辛
い
と
言
え
ば
ご
両
親
だ
っ
て
や
は

り
苦
し
い
辛
い
事
だ
。
だ
か
ら
言
え
ば
言
う
ほ

ど
、
み
ん
な
が
余
計
苦
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
苦

し
い
辛
い
と
言
う
そ
の
口
で
、
心
の
丈
夫
な
こ

と
を
喜
び
と
感
謝
に
考
え
れ
ば
い
い
。
体
は
と

も
か
く
、
丈
夫
な
心
の
お
蔭
で
あ
な
た
は
死
な

ず
に
生
き
て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
。
死
な
ず

に
生
き
て
い
る
の
は
丈
夫
な
心
の
お
蔭
な
ん
だ

か
ら
、
そ
れ
を
感
謝
と
喜
び
に
変
え
て
い
っ
た

ら
ど
う
で
す
か
？　

こ
れ
が
あ
な
た
を
診
察
し

た
私
の
診
断
書
だ
。
薬
は
何
も
い
ら
な
い
。
」

　

カ
ン
ト
は｢

心
は
患
っ
て
い
な
い
、
そ
れ
を

喜
び
と
感
謝
に
変
え
よ｣

と
の
医
師
の
言
葉
を

ま
す
。

　

い
ま
や
高
度
な
医
療
と
共
に
全
国
の
平
均
寿
命
も
年
々
伸

び
、
２
０
１
８
年
の
日
本
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
で
81•

25
歳
、

女
性
は
87•

32
歳
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
そ
う
で
す
。
世
界

的
に
み
て
も
日
本
の
女
性
は
香
港
に
続
い
て
第
２
位
、
男
性

は
香
港
、
ス
イ
ス
に
続
い
て
第
３
位
で
す
。

　

看
護
の
仕
事
は
、
入
院
か
ら
在
宅
で
の
療
養
医
療
ま
で
と

幅
広
く
、
生
命
の
質
、
生
活
の
質
を
配
慮
し
た
快
適
な
入
院

生
活
や
良
質
な
看
護
の
提
供
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
終
末
を
迎

え
た
患
者
さ
ん
や
家
族
に
も
、
な
お
さ
ら
配
慮
が
必
要
で

し
ょ
う
。
果
た
し
て
長
女
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心
配
ば
か

り
で
す
。
教
会
で
育
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
別
席
運
び
中
で

も
あ
り
、
信
仰
も
未
熟
で
す
。
親
と
し
て
申
し
訳
な
い
と
責

任
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
人
の
生
命
に
携
わ
る
者
と

し
て
、
お
道
の
信
仰
は
絶
対
に
不
可
欠
で
あ
る
と
私
は
思
い

ま
す
。
看
護
よ
う
ぼ
く
の
方
は
大
勢
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
長
女
も
将
来
は
看
護
よ
う
ぼ
く
と
し
て
、
患
者
さ
ん
に

心
の
癒
し
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
頃
、
長
女
に
教
わ
る
事
も
多
く
、
私
も
、
一
よ
う
ぼ
く

と
し
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

「

健

体

と

康

心

」

【
12
月
分
】

行 

事 

予 

定

看

護

の

道

堀　

口　

教　

之

二
戸
支
部
長

深
く
考
え
、
更
に
は
心
と
体
の
ど
っ
ち
が
本
当

の
自
分
で
あ
る
か
の
考
察
か
ら
カ
ン
ト
哲
学
が

展
開
さ
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

信
仰
随
想

ほ 

う
　
　   

ら 

く

法
　
楽

　
　

中

田

俊

次

前
岩
手
教
区
長

「
よ
う
ぼ
く
成
人
講
座
」
開
催
報
告
（
11
月
分
）

一
関
４
日(

月)

磐

井

分

15
名
〔
講
師 

高
橋
邦
和
〕

二
戸
17
日(

日)

北
福
岡
分
21
名
〔
講
師 

大
内
も
と
よ
〕

12
月
１
日
（
日
）
於
イ
オ
ン
モ
ー
ル
盛
岡
南

　

・
ひ
の
き
し
ん
者 

９
人

　

・
献
血
受
付 

52
人

献
血
ひ
の
き
し
ん
報
告



岩 手 教 区 報 令和元年（2019年）12 月 1 日( 5 ) 岩 手 教 区 報令和元年（2019年）12 月 1 日 ( 2 )

　

に
染
み
こ
ん
だ
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
、
豊
富
な
信
仰
体
験
に
基
づ
く
岩
井
先
生
の

回
答
に
、
参
加
者
は
大
き
な
勇
み
を
頂
い
た
。

　

10
月
30
日
、
講

師
に
士
別
分
教
会

長
・
岩
井
喜
市
郎

先
生
を
お
迎
え
し

て
、
教
務
支
庁
を

会
場
に
教
会
長
夫

妻
研
修
会
を
開
催
、
82
人
が
参
加
し
た
。

　

岩
井
先
生
は
、
戦
国
武
将
真
田
幸
村
の
「
旗き

幟し

鮮せ
ん
め
い明

」
た
る
生
き
方
を
例
に
、
陰
日
向
な
い

常
々
の
態
度
と
し
て
、
「
我
こ
そ
は
教
祖
の
弟

子
で
あ
り
、
お
道
を
信
仰
す
る
者
で
あ
る
」
と

の
通
り
方
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
歩
み
の
積
み
重

ね
こ
そ
、
教
祖
ひ
な
が
た
の
道
に
通
じ
る
、
世

の
中
を
陽
気
ぐ
ら
し
へ
立
て
替
え
て
頂
く
道
で

あ
る
と
信
じ
る
、
と
話
さ
れ
た
。

　

午
後
に
は
、
氣
仙
分
教
会
の
鈴
木
奈
美
さ
ん
、

宮
古
港
分
教
会
長
工
藤
裕
樹
さ
ん
の
感
話
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
節
の
中
に
、
親
神
様
の

御
守
護
、
教
祖
の
親
心
を
感
じ
、
自
ら
の
信
仰

に
拍
車
を
か
け
て
通
る
お
話
が
、
参
加
者
の
心

　　

道
の
教
職
員
の
集
い
と
婦
人
会
は
、
去
る
11

月
16
日
、
教
務
支
庁
を
会
場
に
、
由
利
道
分
教

会
長
・
佐
々
木
則
夫
先
生
（
グ
レ
ー
プ
ネ
ッ
ト

「
ゆ
り
」
代
表
）
を
講
師
に
迎
え
、
「
第
12
回

陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
、
51
人
が
参
加
し

た
。

　

今
回
は
「
不
登
校
対
応
と
子
育
て
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
イ
ラ
ス
ト
等
を
使
い
、
不
登
校
の

本
人
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援
の
仕
方
を
わ
か
り

や
す
く
お
話
し
頂
い
た
。
教
会
や
一
般
家
庭
に

も
通
じ
る
内
容

で
、
母
親
は
明

る
く
元
気
が
一

番
、
親
が
上
手

に
本
音
を
伝
え

る
大
切
さ
を
学

ん
だ
。
ま
た
、

「
オ
ッ
ト
セ
イ

理
論
」
や
「
ス

モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
」
な
ど
、
耳

岩井喜市郎先生

「
教
会
長
夫
妻
研
修
会
」
開
催
さ
る

感話 鈴木奈美さん

感話 工藤裕樹さん

が
叶
う
道
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
た
。
式
典
終
了

後
は
東
礼
拝
場
で
全
員
で
お
つ
と
め
を
勤
め
、

そ
の
後
各
支
部
の
集
い
に
参
加
し
た
。

　

午
後
３
時
お
ぢ
ば
を
出
発
し
た
一
行
は
、
宿

泊
所
と
な
る
名
京
大
教
会
へ
到
着
。
夜
は
お
楽

し
み
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
親
睦
を
深
め
、
４
日
19
時
頃

教
務
支
庁
に
帰
着
し
た
。

　

教
区
女
子
青
年
は
、

11
月
１
日
か
ら
４
日
に

か
け
て
「
第
29
回
女
子

青
年
大
会
」
バ
ス
団
参

を
実
施
し
、
女
子
青
年

15
人
（
現
地
参
加
10
人
）

担
当
者
６
人
、
計
21
人

が
参
加
し
た
。

　

一
行
を
乗
せ
た
バ
ス

は
、
１
日
午
後
８
時
に
教
務
支
庁
を
出
発
し
、

翌
２
日
午
前
11
時
頃
無
事
お
ぢ
ば
に
到
着
し
た
。

神
殿
参
拝
の
後
、
別
席
を
運
び
、
夕
づ
と
め
後

の
前
夜
祭
で
は
夜
行
の
疲
れ
を
も
の
と
も
せ
ず
、

模
擬
店
で
お
腹
を
満
た
し
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
た
。

　

３
日
の
大
会
当
日
は
、
晴
天
の
中
、
本
部
中

庭
は
女
子
青
年
の
若
さ
と
活
気
に
溢
れ
た
。
婦

人
会
長
様
は
「
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る

こ
と
が
大
切
。
か
ど
め
の
実
行
こ
そ
心
の
成
人

　

参
加
し
た
女
子
青
年
か
ら
は
「
仲
間
と
一
緒

に
お
ぢ
ば
帰
り
で
き
た
事
が
嬉
し
い
」
と
の
感

想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
度
の
団
参
に
あ

た
り
、
バ
ザ
ー
に
よ
る
皆
様
方
の
真
実
に
心
か

ら
感
謝
致
し
ま
す
。

　

婦 

人 

会

　

「
第
29
回
女
子
青
年
大
会
団
参
」　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
報
告

「
第
12
回
陽
気
フ
ォ
ー
ラ
ム
」　

　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
る

第 46 回岩手教区団総会

※詳細は次号に掲載します。



岩 手 教 区 報 令和元年（2019年）12 月 1 日( 3 ) 岩 手 教 区 報令和元年（2019年）12 月 1 日 ( 4 )

害
ご
み
集
積
場
ま
で
運
搬
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
や
担
当
者
に
は
喜
ん
で
頂
き
、
事
故
怪
我
な

く
、
ひ
の
き
し
ん
を
つ
と
め
終
え
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

今
後
も
個
人

的
な
ニ
ー
ズ

も
含
め
、
必

要
に
応
じ
て

機
会
を
設
け
、

ひ
の
き
し
ん

を
さ
せ
て
頂

こ
う
と
申
し

合
わ
せ
て
い

る
。　

　

教
区
祭
事
部
で
は
、
11
月
10
日
、
雅
楽
に
興

味
を
持
つ
初
心
者
を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し
、

小
学
生
か
ら
40
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
８
人

が
参
加
し
た
。

　

午
前
10
時
に
開
会
し
、
講
師
に
、
権
谷
正
一

・
南
平
分
教
会
長
（
笙
）
、
堀
一
彦
・
興
田
子

分
教
会
長(

龍
笛)

、
菅
原
誠
・
青
榮
分
教
会
長

（
篳
篥
）
の
指
導
の
も
と
、
各
部
屋
に
分
か
れ

て
雅
楽
の
楽
器
の
説
明
か
ら
、
演
奏
方
法
、
心

構
え
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

昼
食
後
、
講
師
に
よ
る
模
範
演
奏
は
、
「
越

天
楽
」
を
調
子
を
変
え
て
３
曲
。
指
揮
者
の
い

な
い
雅
楽
は
、
演
奏
者
同
志
が
呼
吸
を
合
わ
せ

る
こ
と
の
大
切
さ
を
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
各
管
ご
と
の
講
習
を
行
い
、
注
意

点
を
踏
ま
え
て
練
習
。
講
師
か
ら
は
、
「
前
回

の
初
心
者
講
習
会
か
ら
繋
が
り
、
意
味
の
あ
る

講
習
会
に
な
っ
た
。
上
手
に
演
奏
す
る
た
め
に

は
練
習
の
積
み
重
ね
が
大
事
」
と
講
評
を
い
た

だ
い
た
。
一
同
、
終
始
真
剣
に
受
講
、
15
時
解

散
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
講
習
会
に
お
い
て
も
、
対
象
年
齢
に

幅
を
も
た
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
小
さ
い
頃
か
ら

雅
楽
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
た
こ
と
や
、
習
得

の
速
さ
は
大
人
の
比
で
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、

大
変
実
り
あ
る
講
習
会
に
な
っ
た
。　

　

　

　

教
区
青
年
会
で

は
、
11
月
17
日
、

10
月
の
台
風
19
号

で
被
災
し
た
久
慈

市
長
内
地
区
で
救

援
ひ
の
き
し
ん
を

行
っ
た
。
青
年
会

員
な
ど
７
人
が
参

加
し
た
。

　

作
業
内
容
は
、

主
に
床
下
の
地
な

ら
し
で
、
床
下
に
入
っ
て
、
泥
を
取
り
除
い
た

地
面
を
平
ら
に
均
す
作
業
を
行
っ
た
。
床
下
で

の
作
業
の
た
め
、
体
勢
が
き
つ
く
も
あ
っ
た
が
、

声
か
け
合
い
、
互
い
に
連
繋
を
と
っ
て
つ
と
め

た
。

　

ま
た
、
地
な
ら
し
が
終
わ
っ
た
後
に
近
所
の

川
沿
い
で
流
木
等
の
撤
去
作
業
を
手
伝
い
、
災

青

年

会

　

台
風
被
災
地
久
慈
市
で　
　
　
　
　

　
　
　
　

救
援
ひ
の
き
し
ん

祭

事

部

「
雅
楽
初
心
者
講
習
会
」
実
施
さ
る

害
の
出
た
普
代
村
と
久
慈
市
へ
、
前
月
に
続
い

て
11
月
13
日
と
14
日
に
出
動
し
た
。

 
 

13
日
は
、
普
代
村
か
ら
の
再
度
の
出
動
要
請

を
受
け
、
花
巻
分
教
会
の
バ
ス
な
ど
で
、
村
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
37
人
が
集
合
し
た
。

受
付
後
、
村
中
心
部
の
民
家
に
移
動
し
、
手
分

け
し
て
床
下
と
家
屋
周
辺
か
ら
の
泥
を
土
嚢
103

袋
搬
出
し
た
。
午
後
は
屋
内
外
の
き
め
細
や
か

な
清
掃
と
消
毒
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
出
動
は

村
に
と
っ
て
最
後
の
救
援
活
動
と
な
り
、
住
人

の
安
堵
と
喜
び
の
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

 
 

翌
14
日
は
、
県
社
協
よ
り
久
慈
市
出
動
を
指

災　

救　

隊

普
代
村
、
久
慈
市
へ
出
動　

新
し
い
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
紹
介
さ
れ
、
日
常

生
活
で
子
供
へ
の
言

葉
掛
け
の
大
切
さ
も

学
ば
せ
て
頂
い
た
。

　

午
後
の
質
疑
応
答

で
は
、
﨑
山
道
範
梅

乃
原
分
教
会
長
（
不

登
校
支
援
相
談
員
）

も
加
わ
り
、
親
子
の

関
係
や
家
庭
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
あ
る
な

ど
、
不
登
校
や
子
育
て
の
質
問
に
体
験
談
を
交

え
た
丁
寧
な
答
え
が
返
さ
れ
た
。
ま
た
、
コ
ー

ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
和
や
か
な
中
に
も
有

意
義
な
講
座
と
な
っ
た
。

　

来
年
は
よ
り
多
く
の
若
い
方
々
に
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

災
救
隊
は
、
う
ち
続
い
た
台
風
で
大
き
な
被

示
さ
れ
、
16
人
が
参
集
し
た
。
長
内
地
区
の
数

軒
の
貸
家
に
入
り
床
板
剥
が
し
、
床
下
か
ら
の

泥
出
し
、
家
屋
周
辺
の
泥
撤
去
に
従
事
、
搬
出

は
土
嚢
543
袋
に
及
ん
だ
。
老
夫
婦
２
人
で
の
片

付
け
は
難
し
い
と
困
り
果
て
て
い
た
現
場
を
、

３
時
間
余
で
き
れ
い
に
し
て
、
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
い
た
。

 
 

今
回
も
怪
我
や
事
故
な
く
、
与
え
ら
れ
た
現

場
の
復
旧
に
真
実
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
、
続
い
て
の
出
動
に
よ
り
、
災
救
隊
の

認
知
を
県
内
の
各
行
政
に
拡
げ
さ
せ
て
頂
く
こ

と
と
な
っ
た
。
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ひ
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。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

今
後
も
個
人

的
な
ニ
ー
ズ

も
含
め
、
必

要
に
応
じ
て

機
会
を
設
け
、

ひ
の
き
し
ん

を
さ
せ
て
頂
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催
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